
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

母母母母 とととと子子子子 ののののワンデーセミナーワンデーセミナーワンデーセミナーワンデーセミナー i ni ni ni n 滋滋滋滋 賀賀賀賀     

講 演 ： 国 際 若 石 健 康 研 究 会 世 界 本 部  陳 茂 松 執 行 会 長  
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「どどん、どん、どん…」足元から魂を揺 
さぶるような和太鼓の音。地元「近江むか 
で太鼓」保存会による太鼓演奏で滋賀県野 
洲で初めてのワンデーセミナーは始まった。 
 先ずは、今回野洲でのワンデーセミナー 
実施にご尽力頂いたホリティー日弥乎の山 
嵜有紗先生の挨拶。そして、いよいよ陳会 
長ご夫妻の登場。会場は大きな拍手に包まれる。 
陳会長聴衆の前に立たれての挨拶。優しい笑顔のなかにも、凛と
したオーラを感じさせる、独特の雰囲気をお持ちである。 続い
て、日本若石の峯山眞弓代表の挨拶、はるばる県外からお越し頂
いた若石プロの皆さんの紹介、そして、ホリティー日弥乎の卒業
生の紹介。続いて、若石の説明であるが、その前にデモンストレ
ーションとして舞台に 5 人の方に上がっていただき背骨の反射区
を刺激してもらう。八福踏板に乗る前と 後とで身体の前屈の度
合いの違いを見て、若石の即効性をみなに実感していただくねら
いである。5人全員が、乗る前より後のほうが良くまがるようにな
った。会場は驚きと共に大きな拍手に包まれる。 
         ＜ 中 略 ＞ 

 そして、いよいよ陳会長の登場。無痛診断デモンストレーショ
ンに、会場から何人か手があがる。その中で一人の女性が選ばれ
る。陳会長、女性の足をざっとみられる。いよいよ診断結果の発
表。病状は守秘義務であり、ここで詳しく述べるわけにはいかな
いが、陳会長の指摘が全てあたっている。ここまでくるともう神
業である。会場一同感心するやら、驚くやら。質疑応答でも、陳
会長の受け答えが大変分かりやすい。陳会長の若石健康法に対す
る熱い思いが伝わってくる。 
抽選会では、「5本指ソックス」、「愛心棒」、「八福踏板」などが

景品に用意された。あたった人、みな大喜び。一等の八福踏板を
当てた女性、「めちゃ、うれしいです！」 
最後は、ホリティー日弥乎 山嵜先生のお父様である山嵜徳三郎
氏の挨拶。元滋賀県議会議長の重鎮である。85歳の高齢を感じさ
せない、きっぱりとした口調に、「若い我々がもっとしっかりせね
ば」という気持ちにさせられる。 
会場の後片付けをする傍らでサービスで足もみを実施したとこ
ろ、30－40 人が殺到した。痛がる人、「気持ち良い」と言う人、
反応は様々だが、みな幸せそうである。ワンデーセミナーをここ
野洲で開催して本当に良かった、と心から感じた瞬間でもあった。
こうして、滋賀県野洲でのワンデーセミナーは無事、幕を閉じ
た。陳会長そして山嵜先生に感謝。         （浅尾） 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 活 動 内 容 ■ 支部名 ■ 正会員   ■ 主な活動日 

①桶川市地域福祉活動センター 桶川 赤尾 典子 平成 18年 4月～7月 

○川口西老人会足もみ体験会 桶川 赤尾 典子 平成 18年 6月 14日 

○美爽光館 岡崎 酒井 照代 平成 18年 7月 27日 
○市民より紹介・募集公募者 桶川 赤尾 典子 平成 18年 7月 28日 

○ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝﾊｳｽ dreamH&M 髙崎新町 小林 久夫 平成 18年 7月 28日 

②みやけ内科小児科デイケア 倉敷北畝 中田 陽子 平成 18年 8月 3日 

③母と子の足もみ教室 甲府 石井 淑子 平成 18年 8月 6日 

○主婦の足もみ指導 江東住吉 金澤 南都子 平成 18年 8月 9日 

○「足笑」での足もみ教室 日置 永田 雅彦 平成 18年 8月 27日 

○お客様＆お友達同士 岡崎 酒井 照代 平成 18年 8月 29日 

○サロンのお客様 世田谷豪徳寺 山崎 三千代 平成 18年 8月 31日 

○Smile Can 甲府 石井 淑子 平成 18年 9月  4日 

○自宅サロンにて 仙台太白 大和田 幸枝 平成 18年 9月 29日 

○ホームデコ松江及び安来 出雲簸川 赤木 里都子 平成 18年 10月 6日 

○医療関係者を対象に 山武 宮崎 昭好 平成 18年 10月 7日 

○サロン・リトルドックにて 下高井戸日大通 山崎 三千代 平成 18年 10月 13日

○お客様のご自宅で開催 大田久が原 後藤 由里 平成 18年 10月 19日

「ＮＰＯ地球足

もみ講座」を通し

て足もみ健康法

の楽しさと大切

さを多くの方に

体験して頂きた

いと考えていま

す。足もみ健康法

を伝えて喜ばれ

ること！それが

私たちのこの上

ない喜びになり

ます。今こそ、学

ぼう！習おう！

伝えよう！ 

①①①①    ワンデーセミナーワンデーセミナーワンデーセミナーワンデーセミナーががががキッカケキッカケキッカケキッカケでででで    NPONPONPONPO 地球足地球足地球足地球足もみもみもみもみ講座開催講座開催講座開催講座開催／／／／    赤尾赤尾赤尾赤尾    典子典子典子典子（（（（桶川桶川桶川桶川／／／／埼玉埼玉埼玉埼玉））））

②②②②みやけみやけみやけみやけ内科小児科内科小児科内科小児科内科小児科デイケアデイケアデイケアデイケア                                                            中田中田中田中田    陽子陽子陽子陽子（（（（倉敷北畝倉敷北畝倉敷北畝倉敷北畝／／／／岡山岡山岡山岡山））））

昨年、7 月頃から市の福祉課に働きかけ、年々増加していく高齢者医療費の削減に

少しでも役に立てばという事で、関係部署の方々にご理解を頂き、発足した「NPO

足もみ健康講座」です。自分の健康は自分で守ろう！そして、家族の健康も一緒に守

ろう！という事で、月に 6 時間コースを 2 回に分けて行って来ました。 

1 月 19 日の徐先生のワンデーセミナーが大変好評だったので、その後の市の広報

及び社協だよりでの一般受講生募集で応募された方が大半でした。受講者年齢は３２

才の新婚の女性から、76 才の現役で働いている男性まで 20 名の方が受講されまし

た。その中から賛助会員の方が 7 名。いずれ若石プロをめざして進んでくださるよう、

今後もフォローしていく予定です。 

ディケア通所中の患者様を対象とした夏祭りが開催され、ボランティ

アとして参加しました。その中のイベントとして、足もみコーナーを

担当しました。45 名の参加者の中で、先着順で 25 名の方に 10 分間

の足揉みを体験していただきました。足のむくみの強い方、腰痛の方、

爪の変色・奇形の方など、高齢者のため問題を抱えている方が多かっ

たです。とても好評で、今後も定期的に足もみをしていく予定です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③③③③母母母母とととと子子子子のののの足足足足もみもみもみもみ教室開催教室開催教室開催教室開催！！！！                                                                石井石井石井石井    淑子淑子淑子淑子（（（（甲府甲府甲府甲府／／／／山梨山梨山梨山梨）））） 

母と子の足もみ教室開催！に向けて 

まず、やってみる「気づき」を受け 

止め、次につなげる為に会場確保。 

 

※お母様とご一緒に来店された時の子供の会話がきっかけです。お受験や習い事、小さな体にいっぱ

いストレスをためている子供達、そんな子供達と普段忙しくてなかなかスキンシップがとれないママ

が一緒に足もみあって健康作り。 

ママママママママ    ○○○○○○○○ちゃんにちゃんにちゃんにちゃんに足足足足もみしてもらったらもみしてもらったらもみしてもらったらもみしてもらったら、、、、なんだかおなんだかおなんだかおなんだかお母母母母さんさんさんさんカラダカラダカラダカラダがががが楽楽楽楽になったわになったわになったわになったわ！！！！    
ありがとうありがとうありがとうありがとう。。。。    

子供子供子供子供    これておうちでもこれておうちでもこれておうちでもこれておうちでも出来出来出来出来るねるねるねるね。。。。 

楽しそうな会話が聞こえて来ました。後日、お母様から、あれから今日の出来事をパパにお話して、

すぐにパパの足を得意げに触って、踏んで空手チョップと笑い声がいっぱいでしたと、伺う事が出来

ました。Smile Can(スマイルキャン)のアルバムに又一ページ可愛らしい風景写真が仲間入りです。

女性学級では学級生が意見・希望を出し合い、計画を立てているとの事。

健康講和も人気が高く（年令が５０代後半～７０代）「誰でも簡単にで

きる足裏健康法」として実技も交え、やらせて頂きました。開催日は 8

月２３日（水）参加人数が５５名と多かったこと。特に八福踏板の体験

では「乗っただけなのに、え～、何で？どうして？」と驚くことしきり。

４名の予定が約半数の方達が押し寄せその時点で私の方が半ばパニッ

ク状態となりました。以降は自分の足やペアの足を見たり押したり、「聞

こえません！」と、私のマイク使用を注意・手伝ってくれたりとワイワ

イガヤガヤ楽しく時間が過ぎました。 

終了後担当者は「皆、初めてだから案外わかっていないと思うよ、年

だからね」に少しがっかり。でも何人かはテレビを視ながらでも自分の

足を見て、さわっていることと信じています。 

○○○○真岡市女性学級真岡市女性学級真岡市女性学級真岡市女性学級にににに参加参加参加参加してしてしてして５５５５５５５５名名名名にににに「「「「足足足足もみもみもみもみ健康法健康法健康法健康法」」」」指導指導指導指導        飯沼飯沼飯沼飯沼    信子信子信子信子（（（（真岡市真岡市真岡市真岡市／／／／栃木栃木栃木栃木））））

チラシ作製：（３パターン）おしゃれに、わかりやすく、色使い

対象年齢 ：３才～８才（その他の年齢の場合は要相談） 

教 材 費：DO 愛キット使用 2,000 円 

○○○○東京都世田谷区健康東京都世田谷区健康東京都世田谷区健康東京都世田谷区健康つくりつくりつくりつくり週間週間週間週間            主催主催主催主催／／／／東京都世田谷区保健所東京都世田谷区保健所東京都世田谷区保健所東京都世田谷区保健所  

10月 9日(祝) 東京都世田谷区保健所で行われた「健康つくり週間」のイベ
ントで「足もみボランティア」が行われました。東急世田谷線の三軒茶屋駅
から田園都市線の駅に向かう連絡通路の一角で行われたイベントは１３：０
０から始まり１７：００まで行われましたが、８脚用意した椅子が常時満席
となる盛況振りでした。足もみを初めて体験するという方もあり、「痛～い」
という声が聞かれることもありましたが、一貫して和やかなムードでした。 

ご協力頂いた方 
松 野 邦 康 様 
松 野 静 枝 様 
寺 田 勝 彦 様 
大日方 晴子 様 
有  吉  薫 様 

日本若石より
峯山 眞弓 
有井 武人 
柏村 学 
坂大 智高 

東京都江戸川区からご参
加頂いた松野さんご夫妻。連
続して揉みっぱなしでも、終
始笑顔で、場を和ませるなん
とも言えない雰囲気でした。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本誌の第 11 号に掲載して頂き、長野若石足療会のメンバーを中心に、夏の一日を、足もみボランティアに燃え

ようと参加を計画していた「サンバでナイト」が、既にメディアにより全国的に大きく報道された通り、不意の

集中豪雨により、岡谷地区では予想だに出来ない激しい土石流災害が発生し、多くの死傷者や家屋流失等、甚大

な被害に見舞われ、それ故、岡谷市は言うに及ばず、近隣市町村の夏のイベントの大部分が中止される事と成り

ました。目標を失い、意気消沈していた処「被災者の足を揉んでやろう」と、メンバーの一人から声が上がり、

検討した結果、避難勧告に従い被災地区の学校に避難されている方々の精神的、肉体的な疲労を少しでも癒し、

和らげてさしあげようとの合意に達し、早速、災害ボランティアセンターや市役所の関係部署にその旨の申請書

を提出し、災害発生から十日後の7 月29 日に避難場所にやっと訪問できる目途が立ちました。        

当日揃ったメンバーは、わざわざ遠方の愛知県岡

崎市からおいで下さった酒井康夫、照代ご夫妻、岐

阜県土岐市の林徴雄さん、長野若石足療会の丸山健

一会長、植松吾貴彦、小口弥生、滝沢進の各氏と八

幡の 8 名で慰問に伺うことになりました。 

復旧工事も遅々として進まず、被災地域への出入

りも厳重に制限されている中、岡谷市の公用車で送

迎され、130 人程が避難されていた湊小学校に赴きました。 

体育館へ案内され、避難生活の現状を初めて目にし、日常の生活とは、かけ離れたその様に、胸の痛みを

覚えました。早速、体育館組と各教室組の２班に別れ、希望される方々に施術して差し上げ、合間に被災状

況や避難生活の様子などをお聞きし、一刻も早く、我が家へ戻ることが叶うように、又日常の生活を取り戻

せる様に、と祈らずにはいられませんでした。被災者の中には家を土石流で押し潰され、今後の生活の目途

さへ全く不明な、お気の毒な方もおいででした。足もみを初めて体験された古老の男性は「足もみをしても

らい、こんなに身体が楽になり、気持ちが良くなるものとは知らなかった」又、別のご婦人は「身体全体の

血液が動き出した様な気がする」と感謝の言葉を頂きました。 

僅か２時間の与えられた時間の中で、メンバーそれぞれは、心を込めて精一杯の力を発揮して、災害時に

於ける足もみボランティアの貴重な体験しました。帰り際にはまだ施術の半分もやってあげられない方、順

番を待って並んでいた方などにお詫びをし、避難生活から早く解放される様、また全員の方々に、安全で平

穏な生活が戻ります様に、と祈りながら後ろ髪を引かれる思いで、現場を後にしました。 

時  間 ： 6時間（1回の受講時間と受講回数は相談に応じます。） 
費  用 ： 4，800円（テキスト及び修了証書） 
講  師 ： NPO法人地球足もみ健康法実践普及協会正会員が指導

○○○○集中豪雨被災者集中豪雨被災者集中豪雨被災者集中豪雨被災者へのへのへのへのボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動                                                        八幡八幡八幡八幡    重則重則重則重則（（（（岡谷岡谷岡谷岡谷／／／／長野長野長野長野））））    

○○○○ピンクリボンピンクリボンピンクリボンピンクリボンｉｎｉｎｉｎｉｎ    東京東京東京東京        東京都健康東京都健康東京都健康東京都健康づくりづくりづくりづくり応援団応援団応援団応援団            主催主催主催主催／／／／東京都庁東京都庁東京都庁東京都庁      

乳がんの早期発見・早期治療の大切さを呼びかける「ピンクリボン・フェスティバル」が
10月１日東京都庁で行われました。夜には、都庁舎もリボンに形どってピンク色にライト
アップされました。都民広場では、足もみ体験コーナーを設置し、足もみ健康法のアピー
ルをしましたが、あいにくの小雨でしたが、都民広場でＮＰＯ地球足もみ健康法体験ブー
スが設置され、他のブースのどれよりも一番の賑わいをみせて、足もみ活動行われていま
した。しかし、足もみを受けた人は、一様に満足され、足もみ健康法の効果に驚かれてい
ました。ご協力頂いた千葉の植田範子さん・小西厚子さん、神奈川の米山鶴子さん、埼玉
の佐藤貞子さん・山本紀子さんありがとうございました。 


